
　世界15カ国、580社が出展する西日
本最大級の宝飾見本市「第22回神戸
国際宝飾展」は、5月16日～18日の3日
間、神戸国際展示場で開催される。主
催：リードエグジビションジャパン㈱。
特別後援：（一社）日本真珠振興会。
　会場内は、各商材、エリア毎に別
れ、A会場＝天然石、貴石、半貴石な
どのジェムストーン。B会場＝プレシャ
スジェムからジュエリーまで、人気のダ
イヤモンド製品が集まる。C会場＝海
外出展社が集結、西日本では数少な
い個性的かつ一味違うインポートジュ
エリーが豊富に揃う。D会場＝パール
とリ・ジュエリーが集まり、特に海外バ
イヤーからの人気が高い。
　また、近年の資産形成の需要の高
まりを受け、“資産価値”として注目を
集める高品質のダイヤモンドジュエ
リーやルースをはじめ、希少価値やア
イデア性の高い商品など、IJKだからこ
そ見つかる素材に注目したい。
　真珠においては、あこやから淡水、
南洋真珠などまで幅広く揃い、真珠の
集積地・神戸としての期待も高まって
いる。色やテリが特に美しいと高く評
価されているあこや真珠、真珠の上品
さとリッチ感を併せ持つ南洋ゴールド
真珠、手頃で扱いやすく若い世代向
けのジュエリーやカジュアルなアクセ
サリーとしての需要も高い淡水真珠な
ど、バラエティ豊かな真珠がIJKに集
まる。
　来場前にWEBサイトの「テーマ別商

品特集」や「出
展社・商品検
索」をチェックし
ておくとより効
率的な仕入れ
が可能となる。

最新の市場動向など
IJK特別セミナー

　目玉の基調講演（17日10時
30分）は、世界最大規模の非
営利宝石学研究・教育組織で
あるGIA（米国宝石学会）によ
る真珠セミナー。講師はバー
レーン政府のGem a n d -
Pearl Testing Laboratoryの
宝石学顧問を16年間務め、現
在はGIA真珠鑑別部門シニア
マネージャーのニコラス・ス
ターマン氏がバンコクから来日
する。真珠検査において、25年
以上の経験を積む、まさに世界
的な真珠研究の権威から直々
に学べる、貴重な機会となる。
　また特別講演も、覚田真珠、
清美堂真珠、浜幸パール、大月
真珠のトップが、世界の真珠取
引の主要な品種である、あこや
真珠、白蝶真珠、黒蝶真珠の現
状と今後の展望を語り合うパネ
ルディスカッション（17日13時
30分）や、今年1月のIJTで大盛
況を博したHRDAntwerp日本
マネージャー伊藤拓也氏によ
る「合成ダイヤモンド-世界最前
線」（18日10時30分）など、豪
華なセッションが揃う。
　特に、人口約2万5千人の山
間の街山梨県富士河口湖町で
店舗を4坪から100坪へと拡大

し、毎年堅実な利益をあげているオプ
トナカムラの中村初男社長による経営
セミナー（18日13時）は、地方の小売
店ならすぐに実践につなげたい、役立
つ知識を身に付けられる、必聴のセッ
ションとなる。
　宝石やジュエリービジネスについて

の専門的な学びを、豪華な講師陣から
得られる場は大変希少。早めに申し込
みたい。講演の詳細、聴講の申し込み
はホームページ（www.ijk-fair.jp）か
ら【聴講無料・事前申込制】。

5月17日15時から
「第2回西日本
 ジュエリーショップ大賞」

　日本国内のジュエリー市場の活性
化を大きな目的とした、日本宝飾記者
会が主催する「第2回西日本ショップ
大賞」の表彰式が、会期2日目の17日
15時から開催される。

　昨今は海外への進出が注目されて
いるが、国内バイヤーである全国の宝
飾店の中には、特徴を出すことで成長
を遂げているショップがたくさんある。
このように国内で「頑張っている宝飾
店」を応援し、そのアイデアや情報を共
有することで、日本全体のジュエリー
市場の底上げに繋げたいという日本
宝飾記者会の想いから立ち上げられ
た企画となっている。
　今回は、西日本で特に工夫を凝らし
て成長する小売店を選出。表彰式後
に後に行われる、受賞店舗トップによ
るパネルディスカッションに注目。どの
ように成果を出しているのかノウハウ
を学べる貴重な機会となる。

神戸国際宝飾展神戸国際宝飾展
5月16日（水）～18日（金）
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売上・販路拡大に「特別セミナー」
ラグジュアリーから普段使いまで約60万点

　ヨーロッパ最
大級のゴールド
とジュエリーの
見本市「VICE-
NZAORO」は、
ビジネスの発展
と流通の強化だ
けではなく、世界

的なジュエリー市場のトレンドやスタイ
ル、デザインの最新動向を理解するため
の重要性を担っている。（以下抜粋）

　NPDグループによると、靴を含む高
級衣料品分野では、2017年度が大幅
に落ち込んだようだが、世界のジュエ
リー市場は、新しいバイヤー層の取り
入れを行ったようだ。
　その多くは新しいテクノロジー技術
に影響される若者たちである。
　所謂ミレニアム世代は、新しいトレン
ドとソーシャルメディアにおける絶対的
な主人公である。
　統計によると、ミレニアム世代の買い
物の平均予算は、前の世代よりも確か
に低くなっているが、テクノロジーと旅
行の次にくる、最高の買い物の一つが
ジュエリーだと示されている。
　同調査では、すべての年代層で前年
に比べ売上高が5％減少したことも明
らかとなっているが、特に若い人たちの
間では、いくつかのトレンドが進行して
いる傾向が見られる。
　実際、異なる技術と素材で作られた
様々なデザインとサイズのイヤリング
が、従来重要とされるネックレスやリン
グよりもはるかに手頃で購入しやすい
ため、2018年
度のトレンド予
測に挙がって
いる。
　さらに、大き
なフープやス
ターがラグジュ

アリージュエ
リー愛好家など
の間でトレンド
となる見込み。
価値や大きさな
どが、特にジュ
エリー愛好家の
間では重要な

要素となるが、今のトレンドは、様々な
細工や独特の装飾を、一般的な概念
に捕らわれることなく、自由にネックレ
スとして身に着けること。
　ピンクゴールドは、普及率と売り上
げランキングが著しく上昇しており、今
年も継続的な成長が見られそう。
　また、シルバージュエリーの売上高
も2016年度と比較し59％増加した。
　そしてアートは、依然としてジュエ
リーをデザインするための主力と考え
られ、特にイヤリングにおいては、多様
な種類と金属が揃うことから、2018年
度は、2倍になることが予想される。
　時計の世界の研究でも興味深い
データが出ている。ミレニアル世代は日
常的に時計を着用していないようだ
が、特に洗練された高額で価値あるト
レンドモデルを選択し、同産業の成長
を支えているという。
　高級ファッションアクセサリーNPD
のディレクター、キャロラインコーエン
氏は、は「売上高に関する限り、2017
年の主役は、パンドラ、ティファニー、
ノードストーム、ネイマン・マーカス、ブ
ルーミングデールズだった。新しい層の
消費者はエシカルとデザインを賞賛し
ていることは、疑いの余地がない」とし
ている。

高級品販売は低下しているのか？
［VIZENZAORO NEWS 10.4.2018］

▼基調講演「真珠のAtoZ」

▼「世界の真珠マーケット動向」

▼「合成ダイヤモンド－世界最前線」

▼「小商圏ジュエリービジネス」
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